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（技術名）国頭マージのオクラ春植え栽培での全量基肥による省力施肥体系 

（要約）国頭マージのオクラ春植え栽培において、被覆尿素入り複合肥料を窒素28.0kg/10a
で全量基肥することにより、県基準の追肥体系（窒素28.0kg/10a）と同等以上の可販果収量が

確保でき、追肥の省力化が可能となる。 
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普及対象地域  

［背景・ねらい］ 

 沖縄県のオクラ出荷量は全国３位であり、特産野菜品目として県内各地で栽培されている。

オクラ栽培は追肥回数が多く、生産現場では省力化のために被覆尿素入り複合肥料（以下、

被覆尿素）の開発と施用基準の確立が求められている。被覆尿素は、窒素溶出をコントロー

ルし作物の効率的な窒素吸収を促すことが利点であり、多くの品目で利用されている。そこ

で本研究では、追肥の省力化のため、肥料メーカーで試作した被覆尿素を国頭マージのオク

ラ春植え栽培で供試し、全量基肥による適正な施用量を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．同窒素条件下で、試作肥料の全量基肥による窒素 28.0kg/10a 施用は、追肥体系に対して、

窒素吸収量が少ない傾向のため、窒素利用率の向上は認められないが、同等以上の総可販

果収量を確保できる（表１、表２）。また、肥料代で高くなるが、生産額および労働費を

加味すると差額はプラスとなり、追肥の省力化が可能となる（表３）。 

２．試作肥料の全量基肥による窒素 19.6kg/10a 施用は、追肥体系に対して、窒素吸収量が少

なく、総可販果収量を確保できない（表１、２）。そのため、生産費の差額でマイナスと

なり、省力化のための施用量としては不適である（表３）。 

３．試作肥料の全量基肥による窒素 19.6kg/10a および 28.0kg/10a 施用は、追肥体系に対して、

基肥となる速効性窒素量が少ない（下表）。そのため、価格の高い初期の５月と６月の合

計可販果収量および生産額が施用量に応じて減少する傾向を示しており、基肥としての速

効性窒素が不足している可能性がある（表１、３）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 

１．国頭マージのオクラ春植え栽培における省力施肥体系の参考資料として活用できる。 

２．試作した被覆尿素の窒素緩効率は 80%であり、内訳は LPS80（抑制 40 日/溶出 40 日）お

よび LPS140（抑制 70 日/溶出 70 日）をそれぞれ 35：65 の比率で混合している。また地温

による３月下旬の施用のシミュレーションで肥効の目安となる窒素溶出 80%は、LPS80 で

６月上旬、LPS140 で８月上旬と推測される 

３．施肥設計は下表のとおり。また牛糞堆肥を播種の概ね３週間前に全区とも 3000kg/10a 施

用した。 

 

 

 

 

 

４．国頭マージでの実用化に向けては、初期収量が劣ることから基肥となる速効性窒素の増

加を検討する必要がある。 

５．試作肥料は、肥料メーカーにおいて改良を行い、試験を継続中である。 

追肥

N(内速効性) P2O5 K2O N P2O5 K2O 頻度 N P2O5 K2O

追肥(県基準) 12.0(12.0) 6.7 9.3 4.0 2.2 3.1
開花から20日

おきに計4回
28.0 15.6 21.8

全量基肥N28.0 28.0(5.6) 15.6 21.8 - - - - 28.0 15.6 21.8

全量基肥N19.6 19.6(3.9) 15.6 21.8 - - - - 19.6 15.6 21.8

試作肥料(18-10-14)

試作肥料（18-10-14）,過リン酸石灰

(0-17.5-0),塩化カリ(0-0-60)

試験区
基肥(kg/10a) 追肥(kg/10a) 合計(kg/10a)

供試肥料

尿素入り複合燐加安(18-10-14)
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［具体的データ］ 

 

 
 

 
 

 
［その他］ 
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表１　国頭マージでの施肥体系の違いによるオクラの生育および収量の比較

総収量 可販果率

開花 終了 開花 終了 5月 6月 7月 8月 合計 同左比(%) (kg/10a) (%)

169 1450

188 1354

201 1251

1)表中の値は2015年および2016年の2カ年平均。
2)5月と6月の合計値。
3)供試品種:「ブルースカイ」。
4)栽植様式:露地において,1穴3本仕立ての2条植え、株間25cm、条間40cm、畝幅150cmとし黒マルチを使用。
5)栽培期間 2015年:4/3に播種,5/25～8/21の89日間収穫。 2016年:4/5に播種,5/25～8/21の89日間収穫。
6)施肥日 2015年:基肥3/25,追肥①5/21-②6/12-③7/3-④7/27。2016年:基肥3/30,追肥①5/20-②6/9-③6/30-④7/22。
7)調査日 2015年:開花5/19,収穫終了8/21。 2016年:開花5/19,収穫終了8/22。
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試験区
茎長(cm)

追肥(県基準)

全量基肥N28.0

全量基肥N19.6

43.5

42.0

40.3

節数(本) 可販果収量(kg/10a)

1620
2)

1542
2)

10.3

9.9

796

913

表２　国頭マージでの施肥体系の違いによるオクラの窒素収支の比較

試験区 試験区 無施肥区 肥料 肥料

N施用量 N吸収量 N吸収量 N吸収量 N利用率

① ② ③3) ②-③ (②-③)/①

(kg/10a) (kg/10a) (kg/10a) (kg/10a) (%)

追肥(県基準) 28.0 36.6 26.8 9.8 35.1

全量基肥N28.0 28.0 35.2 26.8 8.5 30.3

全量基肥N19.6 19.6 31.6 26.8 4.9 24.8

1)表中の値は2015年および2016年の2カ年平均。
2)表中の窒素吸収量は地上部(茎葉および実)の値。
3)牛糞堆肥(3000kg/10a)のみで栽培した区の窒素吸収量。

4)②は土壌+堆肥+肥料,③は土壌+堆肥,②-③は肥料からの窒素吸収量を示す。

試験区

表３　国頭マージでの施肥体系の違いによる生産費の比較 (千円/10a)

基肥 追肥

② ③ ④ ①-(②+③+④)

152 999

169 933

181 862

1)表中の値は2015年および2016年の2カ年平均。
2)5月と6月の合計値。
3)沖縄県中央卸売市場(H21-24)の平均単価(kg)の5月898円,6月689円,7月403円,8月343円で試算。
4)各資材単価(kg)は試作肥料166円，尿素入り複合燐加安106円，塩化カリ100円，過リン酸石灰78円で試算し,牛糞
堆肥は計算から除外。
5)労働費は996円/時間とし,追肥は4回分の合計を表し,追肥作業は植穴へ手播きとした。
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